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Ｒ６年度 第２回 シュミレーション研修  2025 年３月 27日  

帰宅後もできていますか︖清潔手洗い 
 今日から始めよう、正しい手洗い︕   
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帰宅後の手洗いが遅く
なると家庭内にウイルス
が拡散︕ 
 
-------------- 帰宅後の手洗いについて 
 
 下の図面は帰宅後３０分間、手洗いをし
なかった時（左）、帰宅後すぐに靴を脱ぎ洗
面所に向かった時（中）、すぐに消毒して手
洗いした時（右）それぞれどの程度ウイルスが
付着しているかを示したものです。 
 ごらんの通り、早めに手洗いするだけで、家
庭内でのウイルスの広がりは３割以下に抑えら
えることが分かります。つまり、家庭内でのウイ
ルスの広がりを抑えるためには、玄関で直ぐに
消毒を行うか、帰宅後あまり周囲には触れな
いうちに洗面所で手洗いを行うことが大切だと
わかりますよね。 
 

手洗い後も、手にはこんなにも洗い残しがある︕洗い残ししやすい部位を確認しましょう。 

手洗いはどうして大切なの︖ 
一番多い感染パターンは「手」を介した感染 
-------------- さまざまな微生物が付着しています。 問題１ 

スマホと便座どちらが汚いでしょうか︖ 
 
 
 
 
 
 
 
  ある研究で、スマホには約 1万 7000個
もの細菌が付着しており、この細菌の量は、実
は便座の約 10倍だと言われています。色々
な所に触れた手で使っていることが原因として
考えられていますが、その他には皮脂や汗でさ
らに細菌が繁殖しやすくなっています。 
手洗いをしないでおくと、手のひらの微生物

はどんどん増殖していくと言われており、大腸菌
は 20分で 2倍にまで増えるので、想像しただ
けでも手は汚いということがイメージできますよ
ね。 

熱や鼻水、咳、くしゃみ、今の時期よく見かける症状
です。風邪は誰もが一番よくかかる病気と言っても過
言ではありませんが、だいたい８割～９割は実は細
菌ではなく、ウイルスが原因と言われています。新型コ
ロナウイルス、インフルエンザやノロウイルスなども、まだ
まだ流行が続いています。 
 
 この風邪やインフルエンザなのに感染している人の手
には、原因となる微生物がくっついている可能性があり
ます。その手が、今度は手すりやドアノブ、電車やバス
のつり革などに触れることでウイルスはそこに移動し、つ
ぎにそこに触った人が今度は手を介して目や鼻、口な
どから体内に入ることで、風やインフルエンザなどに感
染します。 
 
 もちろんくしゃみや咳でも感染しますが、意外なことに
「手」を介しての感染が、感染症の一番多いパターン
と言われています。 
手は日常的にさまざまな場所に触れるため、見た

目には汚れていなくても、多くの細菌やウイルスなどが
付着しています。この細菌やウイルスは手に付いただ
けでは感染しません。要は「ウイルスを体内に入れな
いこと。」「手を介して拡大させないこと」が重要です。 
 
手洗いは周囲の人から自分自身がもらわないた

め、家族や周囲の人を感染させないためにも行うとい
うことを忘れないでください。 
 
 

家庭内感染は、手洗いをすることで、インフ
ルエンザは約 60％程度、コロナウイルスは
約 30％予防できると言われています 

答え︓スマホ

この手の白く光っている部分。ここが洗い残しの部
分です。実際しっかり洗ったはずでも、実はこんなにも
洗い残しがあります。 
 指先、親指、指の間は手指衛生が不十分になりや
すいと言われています。手洗いを行うときは、丁寧にこ
すり洗いましょう。 
 特に、親指は汚れやすいので注意が必要です。ま
た、手首部分はトイレで用を足した後などに付着しや
すいと言われています。 
 正しい手洗い方法については、別紙をご覧ください。 

皆さんも日頃の手洗いを見直しして、感染予防に努めてください。 R7 年度 小樽育成院感染対策委員会 
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